
新たな難視の現状
１ 新たな難視地区数・世帯数及び対策計画策定状況

北海道総合通信局

１月公表値
（注１）

８月公表値
（注２）

１０月末
現在

１０月末現在の世帯規模別一覧

１～５世帯 996地区 2,091世帯

世帯 地区 世帯

道内における新たな難視地区数及び難視世帯数（平成２２年１０月末現在）道内における新たな難視地区数及び難視世帯数（平成２２年１０月末現在）

難視地区数 525地区 1,095地区 1,335地区

難視世帯数 3,893世帯 8,493世帯 13,258世帯

自治体数 89自治体 123自治体 137自治体

６～１０世帯 174地区 1,323世帯

１１～２０世帯 90地区 1,269世帯

２１～３０世帯 26地区 630世帯

３１～５０世帯 21地区 830世帯

５１ １００世帯 14地区 1 139世帯５１～１００世帯 14地区 1,139世帯

１０１世帯以上 14地区 5,976世帯

合計 1,335地区 13,258世帯

（注１） 平成22年1月29日総務省報道発表資料「地上デジタル放送｛難視聴地区対策計画（第2版）」の公表の数値から
（注２） 平成22年8月10日総務省報道発表資料「地上デジタル放送｛難視聴地区対策計画（第3版）」の公表の数値から

道内における新たな難視地区の対策計画策定状況（平成２２年１０月末現在）道内における新たな難視地区の対策計画策定状況（平成２２年１０月末現在）

①自治体別対策計画策定状況
（自治体数 １３７自治体）

②地区数別対策計画策定状況
（難視地区数 １，３３５地区）

③世帯数別対策計画策定状況
（難視世帯数 １３，２５８世帯）
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※赤字は、前回平成２２年１０月２６日の地デジ記者説明会で発表した数値
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対策計画確定

424

対策計画確定
ホワイトリスト確定

9,095

対策計画確定

353

対策計画確定

ホワイトリスト含む対策計画確定

恒久対策見込み

ホワイトリスト含む対策見込み

対策計画未定

ホワイトリスト確定
対策計画策定見込み（検討中）
ホワイトリスト確定見込み（検討中）
対策計画未定（検討中）

ホワイトリスト確定

対策計画策定見込み（検討中）

ホワイトリスト確定見込み（検討中）

対策計画未定（検討中）※「地デジ難視対策衛星放送リスト（ホワイトリスト）」は町丁目単位となるため
地区数の表現が異なります。
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２ 新たな難視地区の対策計画の状況 （平成２２年１０月末現在）
北海道総合通信局

新たな難視
地区数 ①中継局の設置

６地区（９１１世帯）
〔３局所〕

〔対策手法別〕

平成２２年１０月２５日の数値平成２２年１０月２５日の数値

新たな難視
地区数 ①中継局の設置

６地区（９１１世帯）
〔３局所〕

〔対策手法別〕

平成２２年１０月末の数値平成２２年１０月末の数値

１，２５０地区
９，１７６世帯

対策計画
策定数

〔３局所〕

②有線共聴施設新設 ４７地区（３９６世帯）

③無線共聴施設新設 ２４地区（１，４５２世帯）

④共聴加入 ４地区（９世帯）

１，３３５地区
１３，２５８世帯

対策計画
策定数

〔３局所〕

②有線共聴施設新設 ４６地区（３６５世帯）

③無線共聴施設新設 ３０地区（４，９４６世帯）

④共聴加入 ５地区（１１世帯）策定数

７７６地区
７，２２０世帯

検討中

④共聴加入 ４地区（９世帯）

⑤ＣＡＴＶ加入 ２７９地区（２，６２６世帯）

⑥高性能アンテナ対策 ６３地区（１５１世帯）

策定数

８６７地区
１１，２５９世帯

検討中

④共聴加入 ５地区（１１世帯）

⑤ＣＡＴＶ加入 ２８８地区（２，７２０世帯）

⑥高性能アンテナ対策 ６８地区（１４２世帯）

合計 ７７６地区（７，２２０世帯）

検討中

４７４地区
１，９５６世帯

⑦（仮）衛星対策 ３５３地区＊（１，６７５世帯）

合計 ８６７地区（１１，２５９世帯）

検討中

４６８地区
１，９９９世帯

⑦（仮）衛星対策 ４２４地区＊（２，１６４世帯）

対策検討中
１，９５６世帯
〔２１．３%〕

アナログ放送
停波までに対策
完了予定
９ ０９ 世帯

暫定的難視対策衛星

対策検討中
１，９９９世帯
〔１５．１%〕

アナログ放送
停波までに対策
完了予定

世帯（北海道）
９，１７６世帯

〔１，２５０地区〕
平成２２年１０月２５日現在

暫定的難視対策衛星
放送事業利用

１，６７５世帯
〔１８ ３%〕

（北海道）
１３，２５８世帯
〔１，３３５地区〕

平成２２年１０月末現在

９，０９５世帯
〔６８．６%〕

暫定的難視対策衛星
放送事業利用

２，１６４世帯
〔１６．３%〕

５，５４５世帯
〔６０．４%〕

〔１８．３%〕

＊ 「地デジ難視対策衛星放送リスト（ホワイトリスト）は、
町丁目単位となるため地区数の表現が異なります。 ２



北海道内のデジタル中継局マップ

船泊 北稚内

北海道総合通信局

＜参考＞

知駒

稚内
▲礼文

▲仙法志

▲西稚内

幌延

抜海

上勇知

2006 2007 2008 2009 2010

NHK 16局所 22局所 60局所 3局所

年

2010.3末現在　開局所数とカバー率推移

局所数
札幌

（手稲山）

名寄
羽幌

枝幸

興部

民放 13局所 17局所 60局所 3局所

NHK 2 31 44 120 6

民放 5 61 80 265 13

計 7 92 124 385 19

中継局数

（手稲山）

藻岩下

和寒

宮の沢

簾舞 定山渓

札幌市内 留萌

上士別

上川

網走

旭川
北見

遠軽

紋別

幌加内 佐呂間

佐呂間知来

若佐

留辺蘂

小平

羅臼

滝上

苫前

丸瀬布

温根別

旭川台場

和寒西和

小平本町

小平港

羅臼緑町

常呂

北見若葉

網走新町

カバー率 NHK ４８．８％ ８５．１％ ９０．４％ ９７．８％ ９７．８３％

▲：ＮＨＫ先行（民放2010年）

小樽

歌志内
藻南

富良野

上富良野

深川 置戸

足寄

宮の森

本別

上砂川 芦別

中標津

新得

札幌西野 札幌円山

▲東山
根室

札幌山元

弟子屈
陸別

阿寒湖畔

訓子府

川湯

余市

津別

▲麓郷
西芦別

赤平

三笠幌内

美唄我路

小樽桂岡

小樽見晴

古平

根室花咲

標茶ﾙﾙﾗﾝ

中標津西町

札幌（手稲山）

苫小牧

白糠西
（白糠）

忠類

岩内

ニセコ

洞爺

阿寒
本別

振内

銀山都

釧路
帯広

静
豊浦

喜茂別
南喜茂別

▲幾寅

平取

▲黒松内

夕張清水沢

寿都

空知金山
霧多布

日高

日高銀嶺

北洞爺

南羊蹄

苫小牧宮の森

国富

由仁
夕張新千代田

赤井川

真谷地

占冠
本別沢

厚内

豊頃茂岩

根室花咲

布伏内

壮瞥
壮瞥滝之町

開局所数 開局 定苫小牧

庶野

忠類

広尾
奥尻大成

江差 大沼

登別
洞爺

室蘭・渡島

静内

浦河

平取

様似

西様似

北檜山

江差新栄

室蘭輪西

室蘭母恋室蘭知利別

室蘭陣屋 幌別

鷲別
登別東

江差鰔川

広尾丸山

浦河柏

今金住中
(ＮＨＫ単独)

開局所数 開局予定

総計
年

～
2010.3

2010.4
～10

計
2010.11～12

見込み

局所
数

ＮＨＫ 102局所 15局所
117
局所

40局所
157  
局所

109 155えりも

函館

白符

厚沢部

福島

江差新栄

江差円山

松前

函館蛾眉野

知内小谷石

えりも沢町

数
民放 94局所 15局所

109
局所

46局所
155  
局所

中継局
数

ＮＨＫ 203 30 233 80 313

民放 424 52 476 228 704

計 627 82 709 308 1,017
３



北海道総合通信局

視聴者の受信対策支援
「道内における地デジチューナーの支援状況」

ＵＨＦアンテナＵＨＦアンテナ
＋設置工事＋設置工事

NHK受信料全額免除世帯の場合
受信機器購入等支援の内容

・「ＮＨＫ受信料全額免除世帯」を対象
①生活保護などの公的扶助受給世帯
②住民税非課税の障がい者世帯

アナログ
テレビ

チューナーチューナー

支援実施センター

訪問・設置工事訪問・設置工事

②住民税非課税の障がい者世帯
③社会福祉事業施設入所者

・「簡易なチューナー」の無償給付（１世帯に１台）
必要な場合にはアンテナの無償改修等（工事費含む）

平成２１年度支援実施状況

①申込数 ② 事完了 ③送付完了 ④不支援
完了率

ナナ
＋操作説明＋操作説明

平成２１年度

平成２２年６月３０日 現在平成２１年度支援実施状況

①申込数 ②工事完了 ③送付完了 ④不支援
完了率

（②＋③＋④)/①

約５３，０００ 件 約２２，０００ 件 約４，０００ 件 約 ５，０００件 ５８％

平成２１年度
未完了数

約 ２２，０００ 件

平成２２年度へ
繰越対応

平成２２年度支援実施状況
○ 申請受付期間 ４月１９日（月）から開始し、 １２月２８日（火）まで受付

③申込総数
④工事完了 ⑤送付完了 ⑥不支援

完了率完了率①平成２１年度 ②平成２２年度

繰越対応

平成２２年１０月３１日平成２２年１０月３１日 現在現在平成２２年度支援実施状況

※表内の括弧書きは、９月３０日現在の集計値

③申込総数
（①＋②）

④工事完了 ⑤送付完了 ⑥不支援
完了率完了率

（④＋⑤（④＋⑤++⑥）⑥）//③③

約４３，５００ 件
(約４２，０００件)

約７，４００ 件
(約４，５００件)

約２，７００ 件
(約２，０００件)

約３，２００ 件
(約２，２００件)

３１％３１％
((２１％２１％))

①平成 年度
繰越分

②平成 年度
受付・登録数

約２２，０００ 件 約２１，５００ 件
(約２０，０００件)

● 工事訪問の連絡が付かない支援希望者世帯に対して、連絡案内のＤＭ送付及び戸別訪問の実施。
● 自治体広報誌、放送事業者の協力による周知依頼の実施。

今後の対応

４



北海道総合通信局
『地デジ』に関する周知広報活動について

●「地デジ」完全移行まであと●「地デジ」完全移行まであと２４７２４７日日となりました。となりました。

●● 北海道総合通信局では、デジサポ道央と連携して、より多くの皆様に「地デジ化」への北海道総合通信局では、デジサポ道央と連携して、より多くの皆様に「地デジ化」への
対応をお願いするため 次のとおり周知・広報活動を行います対応をお願いするため 次のとおり周知・広報活動を行います

１１月２０日（土）に行われる１１月２０日（土）に行われる

「北海道日本ハムフ イタ ズフ ンフ ステ バル２０１０ 会場「北海道日本ハムフ イタ ズフ ンフ ステ バル２０１０ 会場

対応をお願いするため、次のとおり周知・広報活動を行います。対応をお願いするため、次のとおり周知・広報活動を行います。

受信相談受信相談「北海道日本ハムファイターズファンフェスティバル２０１０」会場「北海道日本ハムファイターズファンフェスティバル２０１０」会場
において、“地デジカ”によるＰＲイ及び地デジに関する受信相談コーナーを開設します。において、“地デジカ”によるＰＲイ及び地デジに関する受信相談コーナーを開設します。
（相談コーナーの開設時間は、午前１１時から午後４時までです。）（相談コーナーの開設時間は、午前１１時から午後４時までです。）

受信相談受信相談

コーナーでは、コーナーでは、
地デジに関する地デジに関する
いろいろな質問いろいろな質問

お答え ますお答え ます

１２月１日（水）は１２月１日（水）は「デジタル放送の日」「デジタル放送の日」です。です。
ＪＲタワー１階東コンコースにおいて、“ＪＲタワー１階東コンコースにおいて、“地デジカ”によるＰＲ及び地デジに関する地デジカ”によるＰＲ及び地デジに関する

受信相談コーナーを開設します （相談コーナーの開設時間は 午前１０時から午後６時までです ）受信相談コーナーを開設します （相談コーナーの開設時間は 午前１０時から午後６時までです ）

にお答えします。にお答えします。
気軽にお立ち気軽にお立ち
寄り下さい。寄り下さい。

受信相談コーナーを開設します。（相談コーナーの開設時間は、午前１０時から午後６時までです。）受信相談コーナーを開設します。（相談コーナーの開設時間は、午前１０時から午後６時までです。）

【
地＜＜＜地デジ受信の準備をお急ぎ下さい＞＞＞

♪「地デジ」に関する相談は、電話でも受け付けています。

地
デ
ジ
化

!!
＜＜＜地デジ受信の準備をお急ぎ下さい＞＞＞

でんわ急げ！
デジサポ ヘ

？ ◎

５

完
了
】

デジサポ
電話：０５７０－０７－０１０１

平日９：００～２１：００ 土・日・祝日 ９：００～１８：００
総務省地デジコールセンターがお受けし、デジサポが対応します。


